
歯科/口腔の疾患

犬と猫の口臭

慢性腎疾患などの他の疾患が原因で口臭が発生すること
もありますが、ほとんどの場合、発生源は口腔内です1。

食べかすが歯に挟まったり、中高齢期のペットで唾液の分泌が減っている場合に、悪臭が発生することがあります1。ただ
し、さらに強い口臭になると、多くは歯周病の発症や進行に伴って発生します。歯垢細菌は主に、歯への歯垢の蓄積が継
続されるほど優勢になる嫌気性細菌であり、口腔内のタンパク質を代謝し、不快な臭いを引き起こす、硫化水素などの揮
発性硫黄化合物を放出します1。多くの場合、飼い主が歯周病に気づく最初の徴候が口臭です2,3。包括的な歯科衛生戦略
の一環として、栄養はペットの口臭管理だけでなく、関連する歯周病管理でも重要な役割を果たします。

治療のための栄養

キーメッセージ

	 研究によると、特別に調製されたデンタルケア用のガムと食餌を犬に与えることで、歯周病による口臭が減る可能性
があることがわかっています2,4-7。特定の成分および機械的特性により、デンタルケア用のガムと食餌は、口臭の原因
となる揮発性硫黄化合物の産生を抑制する可能性があります:
	 硫酸亜鉛などの可溶性亜鉛塩は硫黄を結合し、揮発性硫黄化合物ではなく、臭気のない化合物を形成します2,3。
亜鉛塩も抗菌活性により歯垢が減少する可能性があります2,3,7,8。

	 ピロリン酸四ナトリウムなどの無機リン酸塩は、歯石を形成する歯垢のミネラル化を抑制する可能性があります2,3,9

。歯石は巣となり、さらに歯垢が蓄積されます。このため、より高い濃度の揮発性硫黄化合物の放出を引き起こす
とともに、歯周病をさらに進行させる可能性があります3,10。

	 特別に調製されたデンタルケア用の食餌とガムは、噛む回数と歯や歯茎との接触を増やす改良により、研磨（機械
的）作用があり、噛みながら歯垢や歯石をこすり落とします2,4,7-9。

	 デンタルケア用のガムと食餌により、猫の歯垢や歯石の蓄積が減ることが示されています11,12。このことから、口臭
も低減すると考えられますが、この効果を裏付けるデータは公表されていません。

（次のページに続く)
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Purina	Institute	は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報を
提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。


